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1 本書の目的 

本書は、CIOF システム経由で動作する CTN サービスの利用方法について例を用いて

説明するものです。 
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2 アーキテクチャ 

CIOF および CTNSのアーキテクチャについては、本書では対象外とします。 

3 準備 

3.1 CIOF システムにおける準備 

3.1.1 事業者登録 

CIOF を利用するためには、事業者の登録が必要です。事業者の登録方法は、以下の

ページからシステム操作手順書をダウンロードして 2 章を参照してください。 

https://community.ciof-ivi.com/download/ 

3.1.2 連携ターミナルの準備 

事業者登録が完了後、連携ターミナルの準備が必要です。システム操作手順書の 3章

を参照してください。 

3.1.3 コントローラ登録 

連携ターミナルの準備完了後、コントローラの登録が必要です。システム操作手順書

の 5.7 節を参照してください。 

https://community.ciof-ivi.com/download/
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3.1.4 外部辞書の登録と実装 

コントローラの登録後、CTN サービスを利用するための外部辞書を登録する必要があ

ります。システム操作手順書の 6.14 節を参考に次のトークンを入力してください。 

O0b7QloXnoucxQmn1gjy 

3.2 コンテキサーのインストール 

本書では、CTNS のクライアントとしてコンテキサーを用いた例を示します。コンテ

キサーのインストール方法については、以下のサイトを参照してください。 

https://contexer.net/ 

4 連携マネージャを用いた取引契約の締結 

ここでは、CTN サーバとのデータ通信を行うための CIOF における契約フローを示し

ます。CIOF で締結する契約はすべて合わせると 32 契約となるため、ここでは 2023

年度に新規実装された”まとめて実装”機能を用います。これにより、32 個の契約を 5

個にまとめています。それぞれの契約セットの関係は、本書の 6章にてご確認くださ

い。具体的には、次のようなプロセスで契約を締結します。 

1. CTN サービスを利用したい旨をメールなどで IVI へ連絡します。 

2. CTN サービス事業者から CIOF 経由で取引契約が送付されます。 

https://contexer.net/
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3. CIOF の連携マネージャを用いて CTN サービスを利用したい事業者で取引契約を

承諾します。 

以降では、3 で示した取引契約の承諾方法について説明します。 

4.1.1 連携マネージャを用いて取引契約を承諾する 

CTN サービスを利用したい事業者側で連携マネージャにログインし、取引契約管理を

押下します。 

 

IVI より契約準備完了の連絡を受けていれば、契約セット 1～5が送信されている（黄

色い色付きのレコードが 5 つ増えている）はずです。 

ここでは、契約セット 1を例に説明します。契約セット 1の編集ボタンを選択しま

す。 
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取引先によって選択されているデータプロファイルと同一のデータプロファイルを選

択します。 

 

それぞれのデータ項目をマッピングします。今回は自動マッピング機能を利用するた

め、赤枠内のボタンを押下してください。 
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「サービスの選択に進む」ボタンを押下します。 

 

サービス実装を選択します。一つのみ存在するため、それを選択します。 
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プロセス実装を選択します。これは 32の契約に対して、32 個存在するため、1つの

契約につき 1 つを上から順番に選択します。契約セット 1の場合は、6つの契約で構

成されていますので、上から 6 つ分を順番に選択することになります。契約セット 2

になれば、上から 7 つ目より選択していきます。 

※間違ったプロセス実装を選択すると、通信ができませんので注意してください。 
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イベント実装を選択して、「契約内容へ進む」ボタンを押下します。 

 

契約内容は、相手方によって設定されている内容に問題なければ次へ進みます。 
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「契約起案承認フロー」の右側の部分は左右にスクロールすることができます。これ

らの上部で色分けされているものが旧来の取引契約 1 つに相当します。 

以降、同様にすべての契約についてデータとサービスを設定します。最後の送信設定

は 6 つ分すべての契約に対して 1つのみ存在します。 
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メッセージを入力して、承諾ボタンを押下します。 

 

契約内容を最終確認し、承認ボタンを押下します。 

 

これにて契約セット 1 の締結が完了しました。 
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同様に契約セット 2～5も締結すれば CIOF を経由した通信が可能となります。 

5 コンテキサーを用いた通信操作 

ここでは、次のような流れ沿ってコンテキサーの操作方法を説明します。 

1. 生産ロットの作成 

2. 取引ロットの作成と出荷 

3. エネルギ計測点の設定 

4. 取引ロットの入荷 

5. 入荷した取引ロット履歴の確認 

5.1 生産ロットの作成 

コンテキサーを用いて作成された CTN管理アプリを起動します。上部の自動 ON ボ

タンを押下します（これにより CIOF での受信操作を自動的に行うことになり、手順

が少なくなります）。このときの事業者は右上の「射出成型サプライヤ」です。手順

4 の取引ロットの出荷からは別の事業者に変えて操作していることに注意してくださ

い。 
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生産ロットボタンを押下します。 
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生産品目の中の「生産品目_生産ロット」から、背面トレイを選択すると、「生産ロッ

ト」内に背面トレイが 1行追加されます。 

 

CIOF ボタンを押下します。 



16 

 

 

「生産ロット_CIOF」にある、ID=10018 を「生産ロット_PUSH」にドラッグしま

す。 
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「生産ロット_PUSH」にある「送信」ボタンを押下します。すると、送信済み欄に 1

行追加されます。 
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「↑↓」ボタンを押下し、契約 4-1 から契約 4-4に変更します。その上で、「照会」

ボタンを押下することでその隣の欄にレコードが 1 行追加されます（CIOF のリクエ

ストが送信されます）。 
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60 秒以上待つと、受信側にレコードが 1 行追加されます（CIOF 経由でのデータ応答

があったことを示します）。 
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「戻る」ボタンを押下します。これで生産ロットが生成されました。 
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さらに「戻る」ボタンを押下します。 

 

「生産ロット資材消費」ボタンを押下します。 
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先ほど生成した ID=10018 を選択します。 
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「生産ロット_資材消費用」の中から、ID=10010 の樹脂 ABS を、「生産ロット資材

消費」にドラッグします。 

 

「CIOF」ボタンを押下して、契約 4-2画面に遷移します。 



24 

 

 

契約 4-1および契約 4-4で行った操作と同様の操作を行い、CIOF 通信経由で資材消

費を登録/照会します。 

「設備_設備稼働用」から成型機 03 を選択し、「生産ロット設備稼働」にドラッグし

ます。 
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CIOF ボタンを押下し、契約 4-1および契約 4-4で行った操作と同様の操作を契約 4-

3、契約 4-6 を用いて行い、CIOF にて必要なデータを送受信します。 

「戻る」ボタンなどによりホーム画面に戻ります。 

5.2 取引ロットの作成 

ホーム画面から、「取引ロット出荷」ボタンを押下します。 
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「生産ロット_出荷用」から生産ロット ID=10018（出荷対象）を選択し、「取引ロッ

ト出荷」へドラッグします。 



27 

 

 

「取引ロット出荷」画面を右にスクロールし、未入力となっている to 事業者 ID を選

択の上、「製造事業者_出荷用」内の出荷先（最終製品メーカー）をダブルクリックし

ます。 
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「CIOF」ボタンを押下して、契約 3-1に遷移します。 
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これまでと同様に CIOF を用いてデータを送信します。 

完了後、「戻る」ボタンを 2 回押下して、ホーム画面に戻ります。 

 

「取引ロット履歴」ボタンを押下します。 
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「CIOF」ボタンを押下します。 
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「照会」ボタンを押下、「受信」ボタンを押下して、CIOF 経由での通信を行い、

「戻る」ボタンを押下します。「CIOF」ボタン下の「更新」ボタンを押すと、取引ロ

ット履歴 ID=10007 が Shipped となり、出荷されたことが分かります。 
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5.3 エネルギ計測点の設定 

エネルギ計測点を設定します。ホーム画面から、「エネルギ計測点」ボタンを押下し

ます。 
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エネルギ計測点に紐づく設備を選択します。 
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5.4 取引ロットの入荷 

ここから、事業者が「最終製品メーカー」に変わります（射出成型サプライヤから出

荷された背面トレイを最終製品メーカーが入荷します）。ホーム画面から、「取引ロ

ット」ボタンを押下します。 

 

「CIOF」ボタンを押下し、契約 3-3 を用いて、取引ロットを照会します。 
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「戻る」ボタンを押下します。 
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戻るボタンを押下して、ホーム画面に戻り、「取引ロット入荷」ボタンを押下しま

す。 
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「取引ロット_入荷用」内の取引ロット ID=10005 を選択して、「取引ロット入荷」へ

ドラッグします。 
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「生産品目_入荷用」の生産品目 ID=10004 をダブルクリックします。これにて、入荷

した品目が自事業者内でどの生産品目に紐づくかの設定ができました。 
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CIOF ボタンを押下し、契約 3-2を用いて取引ロットを入荷します。 
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5.5 入荷した取引ロット履歴の確認 

https://ctn-s.com/ にアクセスします。 

https://ctn-s.com/
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サイト ID を入力することで専用のサイトが開き、生産ロット履歴を確認することが

できます（本例ではレコードが表示されていませんが、自事業者で閲覧権のあるレコ

ードの一覧が表示されます）。また、生産ロット ID を取引先から教えてもらうこと

でも閲覧することができます。 
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生産ロットを選択もしくは指定すると、それに紐づく資材消費や設備稼働履歴を確認

することができます。 
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6 CTN サービスにおける CIOF 取引契約 

ここでは、契約セットおよびそれに含まれる契約の概要を示します。 

表 1 契約セット 1 

契約番号 契約の対象となるデータと活動 

契約 1-1 エネルギ計測点の登録、編集、削除 

契約 1-2 エネルギ計測点 (energy_measurement_point) の照会 

契約 1-3 設備 (equipment) の登録、編集、削除 

契約 1-4 設備 (equipment) の照会 

契約 1-5 エネルギ構成 (energy_equipment_relation) の登録、編集、削除 

契約 1-6 エネルギ構成 (energy_equipment_relation) の照会 

 

表 2 契約セット 2 

契約番号 契約の対象となるデータと活動 

契約 2-1 生産品目 (production_item) の登録、編集、削除 

契約 2-2 生産品目 (production_item) の照会 

契約 2-3 品目構成 (item_structure) の登録、編集、削除 

契約 2-4 品目構成 (item_structure) の照会 

契約 2-5 ターム (term) の登録、編集、削除 

契約 2-6 ターム (term) の照会 
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表 3 契約セット 3 

契約番号 契約の対象となるデータと活動 

契約 3-1 取引ロット (trade_lot_shipping) の出荷 

契約 3-2 取引ロット (trade_lot_arrival) の入荷 

契約 3-3 取引ロット (trade_lot) の照会 

契約 3-4 取引ロット履歴 (trade_lot_history) の照会 

 

表 4 契約セット４ 

契約番号 契約の対象となるデータと活動 

契約 4-1 生産ロット (production_lot) の登録および更新 

契約 4-2 生産ロット資材消費 (production_lot_consumption_history) の登録 

契約 4-3 生産ロット設備稼働 (production_lot_performance_history) の登録 

契約 4-4 生産ロット ( production_lot ) を照会する 

契約 4-5 生産ロット資材消費 (production_lot_consumption_history) を照会 

契約 4-6 生産ロット設備稼働（production_lot_performance_history）を照会 

 

表 5 契約セット５ 

契約番号 契約の対象となるデータと活動 

契約 5-1 設備実績 (equipment_performance) の登録と修正 

契約 5-2 設備実績 (equipment_performance) の照会 

契約 5-3 取引エネルギ (trade_energy) の登録と修正 
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契約 5-4 取引エネルギ (trade_energy) の照会 

契約 5-5 取引エネルギ消費 (trade_energy_consumption) の登録 

契約 5-6 取引エネルギ消費 (trade_energy_consumption) を照会 

 

7 CTN サービスの WEBインターフェース 

CTN サービスには CIOF インターフェース以外にも Web インターフェースが準備さ

れる予定です。ご期待ください。 

8 変更履歴 

版数 作成日 作成者 改版内容 

1.00 2024.5.1 IVI 坂 初版 

    

    

    

    

 


